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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 1,725 20.3 243 109.7 280 132.7 188 158.3

2021年3月期第3四半期 1,434 △9.4 116 △37.4 120 △43.6 73 △49.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 51.45 ―

2021年3月期第3四半期 19.92 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 9,320 8,298 89.0 2,264.16

2021年3月期 8,974 8,108 90.4 2,212.52

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 8,298百万円 2021年3月期 8,108百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　　2022年３月期　期末配当　12円（普通配当 10円、記念配当 ２円）

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,250 13.6 290 92.2 320 79.3 200 79.6 54.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 5,000,000 株 2021年3月期 5,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,335,036 株 2021年3月期 1,335,036 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 3,664,964 株 2021年3月期3Q 3,664,964 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行が続いている中、ワクチ

ン接種が進み、徐々に経済活動の回復の兆しが見られたものの、新型コロナウイルス感染症の新たな変異株が世界

的に感染再拡大していることに加え、半導体の供給不足や原材料価格の高騰など、先行き不透明な状況が続いてお

ります。

　当社が属するスクリーン印刷用製版業界におきましては、主要顧客である電子部品業界において、半導体不足が

懸念されるものの、５Ｇを主とした通信関連向けの部品やＥＶ等の自動車関連向けの各種電子部品等の需要が増加

いたしました。

　このような状況のもと、当社におきましては、引き続き新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じ、お客

様とのリモート等による営業活動を積極的に行いつつ、対面による営業活動を徐々に再開しております。

　以上の結果、売上高につきましては、製品売上高15億83百万円（前年同期比18.6％増）、商品売上高１億41百万

円（前年同期比43.3％増）となり、売上高合計17億25百万円（前年同期比20.3％増）となりました。

　利益面におきましては、売上高増加の影響等により、営業利益２億43百万円（前年同期比109.7％増）、経常利

益２億80百万円（前年同期比132.7％増）、四半期純利益１億88百万円（前年同期比158.3％増）となりました。

　なお、当社は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は51億16百万円となり、前事業年度末に比べ１百万円増加いたしまし

た。固定資産は42億４百万円となり、前事業年度末に比べ３億45百万円増加いたしました。

この結果、総資産は93億20百万円となり、前事業年度末に比べ３億46百万円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は５億71百万円となり、前事業年度末に比べ１億30百万円増加いたし

ました。固定負債は４億50百万円となり、前事業年度末に比べ26百万円増加いたしました。

この結果、負債合計は10億22百万円となり、前事業年度末に比べ１億57百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は82億98百万円となり、前事業年度末に比べ１億89百万円増加いたしま

した。

この結果、自己資本比率は89.0％（前事業年度末は90.4％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2021年11月12日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,933,866 4,122,287

受取手形及び売掛金 653,334 749,586

有価証券 406,390 100,135

商品及び製品 2,933 5,763

仕掛品 40,549 42,357

原材料及び貯蔵品 63,459 71,365

その他 14,124 24,671

流動資産合計 5,114,658 5,116,167

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 534,568 528,350

機械及び装置（純額） 253,048 256,692

土地 1,092,435 1,092,435

その他（純額） 40,960 37,690

有形固定資産合計 1,921,013 1,915,168

無形固定資産 28,718 21,516

投資その他の資産

投資有価証券 1,508,918 1,870,314

その他 401,146 397,815

投資その他の資産合計 1,910,065 2,268,129

固定資産合計 3,859,797 4,204,815

資産合計 8,974,455 9,320,983

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 197,683 294,449

未払法人税等 38,201 52,904

引当金 58,790 25,230

その他 146,937 199,328

流動負債合計 441,613 571,912

固定負債

退職給付引当金 11,444 13,097

役員退職慰労引当金 412,610 421,272

その他 － 16,627

固定負債合計 424,054 450,998

負債合計 865,667 1,022,911

純資産の部

株主資本

資本金 925,750 925,750

資本剰余金 1,405,550 1,405,550

利益剰余金 6,492,449 6,644,361

自己株式 △825,151 △825,151

株主資本合計 7,998,598 8,150,509

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 110,189 147,561

評価・換算差額等合計 110,189 147,561

純資産合計 8,108,788 8,298,071

負債純資産合計 8,974,455 9,320,983

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 1,434,563 1,725,461

売上原価 981,756 1,118,409

売上総利益 452,806 607,052

販売費及び一般管理費 336,449 363,081

営業利益 116,357 243,970

営業外収益

受取利息 15,977 26,725

助成金収入 9,740 6,279

為替差益 － 11,266

その他 3,897 4,224

営業外収益合計 29,615 48,495

営業外費用

為替差損 13,718 －

有価証券償還損 11,344 11,570

その他 292 227

営業外費用合計 25,356 11,798

経常利益 120,615 280,667

特別利益

受取弁済金 475 1,227

特別利益合計 475 1,227

税引前四半期純利益 121,091 281,894

法人税、住民税及び事業税 31,721 83,920

法人税等調整額 16,359 9,412

法人税等合計 48,081 93,333

四半期純利益 73,010 188,561

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、一部

の金額的重要性の低い取引について、出荷時に収益を認識しておりましたが、顧客による検収完了時に収益を認

識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を算定いたしまし

たが、当該累積的影響額はないため、第１四半期会計期間の期首の利益剰余金には加減せずに、新たな会計方針

を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間において、四半期財務諸表に与える損益影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法に

より組替を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年3

月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収

益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これによる四半期財務諸表に与える影響はありません。
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